
但馬信用金庫の取り組みについて

～地方だからできる、

顔の見える関係を活かした取り組み～



京都府北部

（京丹後市・福知山市）

人口 １３４，１１４人

店舗数 ２店舗

兵庫県北部
但馬（たじま）地区

（豊岡市・養父市・朝来市
香美町・新温泉町）

人口 １６３，７５６人

店舗数 ２４店舗

姫路市

人口 ５３１，５２６人

店舗数 ３店舗

営業エリアの概要（データはすべて2018年3月末時点）

2018年 但馬信用金庫 all rights reserved

預金残高、貸出金残高、店舗数、役職員数（パート含む）

４,４０６億円、１,７４３億円、２９店舗、３７５名

但馬

姫路市

京丹後市

福知山市
但馬地区

C

但馬の３市２町いずれに対しても、
当庫は指定金融機関ではありません
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豊富な地域資源

但馬牛：神戸ビーフの素牛
豊岡の鞄産業：鞄出荷額 国内１位
（経済産業省調べ）

： 金融機関として、消費者・住民として
広く・深く知る。強みと課題も把握する

出石（いずし）そば

城崎（きのさき）温泉

湯村（ゆむら）温泉と料理長

地域金融機関が限られた経営資源の中で、個別企業の支援に加え、

面的な地域プロジェクト支援にも取組むには、特にどの業種に注力

するかを予め検討する必要がある。当庫は「基盤産業」にフォーカス

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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一つのプロジェクトのみで地域の活性化は実現できない。
⇒同一地域で複数のプロジェクトを展開し、活性化につなげる。

プロジェクト間のシナジー効果発揮にこだわる。
⇒まずは一つのコアとなる地域プロジェクトを生み出す。

どの地域にも優れた地域資源はある。しかし、それだけでは他地域と差別化

できない。その地域がどういう特性を持ち、外部からどのように見られているか
をよく理解する。
⇒そのために、地域内部と地域外部の人の連携が重要。

地域プロジェクト支援は参加者（巻き込まれる側）目線だけでは十分に行えない。
⇒マインドと行動の両面で｢仕掛ける側｣にまわることが重要。

当庫が考える地域プロジェクト支援のポイント

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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担当者のモチベーションが全て。｢やる気｣を｢使命感｣にまで昇華できるかどうか。
⇒まずは一つの小さな成功体験を生み出す。

地域プロジェクトには多様な利害関係者が参画する。よって、意思決定に時間が
かかる。途中で立ち消えになるものも多く、スケジュールが立てにくい。
⇒これを前提に｢気の長い取り組み｣を実施する。

地域プロジェクトの推進には、地域内と地域外のプロデューサーの連携が必須。
地域金融機関は地域内プロデューサーを目指すべき。

地域外プロデューサーは案件や関わる人たちとの相性があるので、特定の人・
組織に固執せず、都度、最適な相手を選定。
⇒地域外プロデューサーがいないと井の中の蛙になりがち。
⇒地域内プロデューサーがいないと利害関係者間の調整が難航する。

当庫が考える地域プロジェクト支援のポイント

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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但馬の小京都 出石（いずし）

関西を中心に知名度があり、
年間８０万人程度の観光客が来訪

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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出石（いずし）そば

カード決済端末機を導入している店がほとんど無く、
土日のお昼の繁忙時に出入り口付近のレジが
混雑することで機会損失が発生

メニューに広がりが無く、客単価をあげにくい

町なかを周遊する仕組みが弱く、平均滞在時間も１時間程度

㈱クレディセゾンと連携し、
出石皿そば協同組合の組合員
等にカード決済端末機の導入
提案。３０軒程度導入

但馬の小京都 出石（いずし）

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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そば粉

北海道産・九州産多数

食文化としての定着度

地元民は頻繁には
食べていない

出石そばのウリ＝三たて
（挽きたて・打ちたて・ゆがきたて）

おいしいが、
日持ちせず、
ロスになりや
すい

食文化として
十分には定着
していない

出石そば 新メニュー開発支援

「当地ならでは」
をウリにしにくい
(器は出石焼)

①日持ちする

②地元食材を活用

③食文化として定着
（地元の味噌・しょうゆ・
漬物・ノリなど）

を満たす
新メニューを検討

＜現状＞ ＜課題＞ ＜対応の方向性＞

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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１９７５年 東京都生まれ

醸造料理人であり、日本の発酵食文化伝承人

著書・メディア出演多数
最近、ＮＨＫのＥテレで藤原紀香さんとも共演

発酵王子 伏木 暢顕（ふしき のぶあき）氏とのコラボ

地元食材を活用した新しいサイドメニュー
（発酵料理の小皿メニュー）開発により

出石そばの魅力・そば屋の魅力を
一層強化できるのではないか？

料理人とのコラボレーション

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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神戸新聞

2017年11月15日
2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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城崎温泉地域のプロジェクト支援

まちの概要：住民3,519人（2015国勢調査）、旅館73件
2017年の観光客数 約90万人
うち外国人観光客4.5万人（⇔2011年は約1千人）

まちの課題：労働力不足 （⇒生産性向上・働き方改革）
後継者不在を原因とした廃業旅館の発生
素泊り客増加による飲食店（夕食場所）不足
カニ以外の食材の発掘（カニの漁獲量減少、価格高騰）

地元の資源を活用した土産物が少ない
遊休土地が少なく、駐車場用地・従業員寮が不足
空き家・空き店舗の管理・活用が不十分
観光客で賑わうメインストリートの道幅が狭く危険
オフシーズン（5月中旬～7月中旬、9・10月）の集客
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城崎まちづくりファンドの設立・運営

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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神戸新聞

2017年12月22日
2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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ゲストハウス事業のビジネススキーム

女性客のみ、
素泊まりのみ

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

ドミトリー１室（7名）3,800円、個室
４室（2～5名）平日１名１室5,500円～
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本プロジェクトのキーパーソン

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

ゲストハウスが作った城崎温泉MAP
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2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

「おもてなし規格認証」導入支援
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豊岡の鞄産業：鞄出荷額 国内１位
（経済産業省調べ）

国内最大の鞄の産地として、業界をあげて
積極的な活動を行なっている。

更なる飛躍のため、今治タオル（豊岡鞄と同時期に

「地域団体商標」登録。佐藤可士和氏のディレクションもあり、現在、今治タオルの

市場認知度は８割を超えている）をベンチマークとし、当庫が
コーディネートする形で、一昨年春に鞄協会
・市役所と合同で今治視察を実施。
視察にあたっては、愛媛信用金庫様にもご尽力いただいた。
一昨年秋には、今治タオル工業組合理事長らを当地に招き、
勉強会を開催。

当庫ではアパレルに精通した専担者を採用し、鞄各社の
販路開拓や商品開発、輸出等について支援を実施。

国内最大の産地 豊岡の鞄産業支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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６．スキーム図等（図表・写真等も必要に応じて貼付）

但馬信用金庫

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等
に
秀
で
た

プ
ロ
人
材
の
採
用
・活
用

（
ア
パ
レ
ル
大
手
出
身

）

ひょうご専門人材センター豊岡市

・ ブランド力向上支援（勉強会など）
・ 販路開拓支援（マッチング）
・ 新商品開発支援（提携先の紹介）

事業支援

アパレル企業 など

人脈を活用した営業活動

プロフェッショナル人材戦略拠点

豊岡鞄協会（加盟約９０社）

豊岡の鞄企業（約１２０社）

・プロフェッショナル人材の採用支援
・鞄業界向け勉強会の実施
・兵庫県下の他の地場産業との連携を検討

連携
トヨオカカバン
アルチザンアベニュー事業

１階：豊岡鞄のセレクトショップ
２階：鞄のパーツショップ
３階：鞄職人育成専門校
ブランド力向上と販路開拓を実施

マッチング

キーマンの退職
推進力の低下懸念

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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きっかけとなった戦略マネージャー

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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地域プロジェクト支援本格参入のきっかけ
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１km 程度
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豊岡市 中心市街地エリア
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2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

中心市街地基本計画 骨子
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中心市街地の起爆剤の一つ 鞄新拠点

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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新拠点トヨオカ カバン アルチザンアベニュー

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

２０１４年４月オープン
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２００５年 当庫本店前の宵田商店街が
「カバンストリート」として活動開始

当時、全国でも商店街活性化と地場産業
振興の両方を狙った事業は珍しかった

２００９年 ｢新・がんばる商店街｣ 認定

出発点としての宵田商店街活性化支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
27



カバンストリート（宵田商店街）活性化支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

２０１４年アルチザンアベニューオープン後、カバンストリートの活動
も活性化（鞄・アパレルの新規出店が５店舗、第２創業が１店舗）
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カバンストリート（宵田商店街）活性化支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

２０１６年からは、兵庫県・
豊岡市も交えた、“まちなか
再生協議会”も立ち上げ、
活動中
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カバンストリート（宵田商店街）活性化支援
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中心市街地のもう一つの起爆剤 豊岡１９２５

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

２０１４年４月オープン
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中心市街地のもう一つの起爆剤 豊岡１９２５
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二つの拠点のシナジー創出プロジェクト
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本プロジェクトのキーパーソン
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（一社）ノオトとの連携
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（一社）ノオトとの連携
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（一社）ノオトとの連携
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１４名の構成員から当地に関連する３名を抜粋

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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湯村（ゆむら）温泉と料理長

湯村温泉は需要量に比べて湧出量が豊富で、泉質も優れた
県北西部の温泉地。現在、１０数軒の旅館が営業しており、
年間約２３万人が来訪

当庫は信金中央金庫のバックアップを得て、２０１４年７月から
毎年、他地域の信用金庫に対し、職員旅行や年金受給者向け
旅行の誘客活動を実施。
これまでに１万７千人を超える誘客成果をあげている。

湯村温泉の中核旅館の井上料理長（現代の名工）の
魅力発信に協力すべく、以前、同氏が「料理の鉄人」で
対決した四川飯店の陳建一氏を招いたイベントも当庫
が開催。昨年５月には陳建一・建太郎親子を招いて開催

湯村温泉のプロジェクト支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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湯村温泉への誘客支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

神戸新聞
2018年4月17日
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湯村温泉への誘客支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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雑誌 「信用金庫」

2017年6月号より一部抜粋

町内初の｢道の駅｣開設支援

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

町からの委託を受け、
信金中央金庫の
バックアップの下、
町内で初めて開設
される道の駅のソフト
事業を実施。
（地域振興プラン策定や

町内の旅館や飲食店で
提供する新たな名物メ
ニューの開発など）
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大切にしている言葉

自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよ
（株式会社リクルートの旧・社訓）

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC

優先順位の決定には、いくつかの重要な原則がある

第一に、過去ではなく、未来を選ぶ

第二に、問題ではなく、機会に焦点を合わせる

第三に、時流に乗るのではなく、独自性を持つ

第四に、無難で容易なものではなく、変革をもたらすものを選ぶ

すべて分析ではなく、勇気に関わるものである

（Ｐ・Ｆ・ドラッカー）

44



皆さんと連携したいこと

当庫の営業エリアは鞄やちりめん（絹織物）の産地です。

こうした分野に関連のあるお客様とお取り引きのある金融機関様と
販路開拓支援・新商品開発支援の面で是非、連携したいと考えております。

当庫へ旅行（観光に加え、経営者の会などの研修旅行）にお越しいただける
金融機関様を募集しております。
特に４月～７月上旬、９月・１０月にお越しいただけるとうれしいです。

訪問の目的や予算、人数等をご連絡いただければ、当庫が考える
最適なプランをいくつかご提案させていただきます。

地域プロジェクト支援に関心のある金融機関様の中で、支援事例や
ノウハウの共有に関心のある金融機関様と連携したいと考えております。

個別企業へのコンサルティング業務でのノウハウ共有に関心のある
金融機関様と連携したいと考えております。（サービス業などの生産性向上
支援の具体策やM&Aを含む事業承継支援分野の具体策など）

2018年 但馬信用金庫 all rights reservedC
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